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主な内容
 Ｐ２ 平成２７年第１回定例会概要

 Ｐ９ 常任委員会報告

 Ｐ12 市政を問う「一般質問」

 Ｐ18 議会のうごき

 Ｐ20 ６月定例会会期日程（案）



歳入
275億116万5千円

歳出
275億116万5千円

自主
財
源

依
存財 源

21.7％
59億1928万4千円

78.3％
215億8188万1千円

市税 13.0％
35億7591万6千円

諸収入 1.0％
2億7193万5千円
分担金及び負担金 1.0％
2億6829万4千円
使用料及び手数料 0.9％
2億5690万6千円

繰入金・財産収入など
5.8％ 15億4623万3千円

地方交付税 39.8％
109億3746万4千円

国庫支出金 13.9％
38億1160万4千円

県支出金 10.6％
29億2259万5千円

市債 10.4％
28億6440万円

その他 3.6％
（地方消費税交付金・地方譲与税など）

10億4581万8千円

民生費 34.2％
94億1376万5千円

総務費 13.6％
37億2708万1千円

公債費 12.0％
32億9579万2千円

農林水産業費・商工費 
10.5％
28億8055万6千円

その他 0.3％
8071万7千円

消防費 4.1％
11億3086万4千円

議会費 1.0％
2億7613万1千円

教育費 7.5％
20億7537万6千円

衛生費 7.9％
21億7130万8千円

土木費 8.9％
24億4957万5千円

 

※端数は一部繰り上げています。

〔数字は千円。％は全体に占める構成比〕平平平平平平平平成成成成成成成成2222222277777777年年年年年年年年度度度度度度度度一一般般般般般般般般会会会会会会会会計計計計計計計計予予予予予予予予算算算算算算算算

予算を年間収支500万円の家庭に置きかえてみると

　一般会計当初予算は、歳入歳出総額275億116万5千円で、前年度と比較し約2億1千万
円の増額となっている。平成27年度は雲仙市市制施行10周年目を迎え、予算編成の重点
事項として、総合計画事業への取り組み、地方創生の課題である人口減少対策への取り組
み、市制施行10周年記念事業等が予算化されています。

収入

給　料（市税） 65万円

パート収入（使用料・手数料など） 5万円

親からの援助（交付税・国県支出金） 322万円

預金の取り崩し（繰入金）・預金利子（財産収入） 27万円

銀行からの借入（市債） 52万円

その他 29万円

合　計 500万円

食　費（人件費） 68万円

光熱費など（物件費・補助費） 118万円

医療費（扶助費） 113万円

借金の返済（公債費） 60万円

家の増改築など（建設事業費など） 77万円

子どもへの仕送り（他会計への繰出金） 57万円

その他 7万円

合　計 500万円

支出

275億円当初予算
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ふるさと応援推進事業
1億5,153万6千円

●事業目的
　本市のまちづくりを応援したいという意志により寄附される場合に、寄附金の円滑な受け入れ
及び管理を行うとともに、その意志を具体化するために、寄附金を財源の一部として各種事業を
展開する。

●事業概要
事業内容　①�寄附額に応じたポイントを寄附者に付与し、雲仙市の特産品や宿泊クーポン券等を

掲載したカタログから選定してもらった謝礼品を送付する。
②�謝礼品を送付することにより、市及び特産品のPRを行うとともに、地元事業者の
活性化を図る。
③�寄附方法の利便性を図るため、4月からインターネットによる寄附の申込を、6月
からクレジットカードによる寄附の納付を追加する。

社会保障・税番号制度システム整備事業
7,957万6千円

●事業目的
　「社会保障・税番号制度」に対応するため、関連するシステムの改修・整備を行い、更なる行
政の効率化と住民の利便性の向上を目指す。

●事業概要
事業期間　平成26年度～平成28年度
事業内容　・�住民基本台帳システム及び地方税務システムの改修、団体内統合宛名システムの�

整備
・�国保、年金、後期高齢、児童・障害者・高齢者福祉、健康管理等のシステム改修
・�事業者として職員等の個人番号管理を行うための人事給与、財務会計システムの�
改修
・�中間サーバ・プラットフォームの利用に係る負担金

平成27年度一般会計
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平成26年度補正予算

定住促進対策事業
524万円

●事業の内容
【定住促進奨励補助金】
　○中古住宅取得補助金：定額10万円＋子ども加算1万円／人
　　市内の中古住宅を購入し定住する55歳以下のものに対し、補助金を交付。

【空き家活用促進奨励補助金】
　○家財道具等片付け補助金：上限10万円
　空き家所有者に対して、家財道具等の搬出、片付
けに要する費用の一部を補助。

　○空き家物件調査補助金：定額7千円
　空き家所有者に対して、不動産業者等による空き
家の状態を確認するための調査費用の一部を補助。

海外宣伝誘致事業
3,310万円

●事業の内容
①エージェント（旅行業者）招へい事業
②マスメディア・旅行雑誌等への広告掲載
③情報システム関連作業委託料（Wi-Fi整備）
④外国語案内板整備
⑤国際観光展ブース負担金
⑥外国人観光客受入環境整備支援事業補助金
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プレミアム商品券発行事業【新規】
7,616万9千円

●事業の内容
◯商品券発行概要
　・発　行　規　模　　3億円（額面3億6千万円）　プレミアム率20％
　　　　　　　　　　　額面1万2千円を1万円で販売（500円券24枚綴）
　・販売開始時期　　平成27年5月30日～
　・商品券利用期間　　平成27年6月1日～11月30日まで

商品券多子世帯支援事業【新規】
771万6千円

●事業の内容
　中学生までの子ども2人以上を養育する世帯に、上記プレミアム商品券に対し、� �
1冊につき2,000円の購入費助成
　　対象世帯� 1,929世帯
　　購入冊数（1世帯）� 2冊まで

地方創生総合戦略策定事業【新規】
1,025万8千円

　「まち・ひと・しごと創生法」の施行に伴い、本市においても人口減少対策、地方創生を実現する
「地方人口ビジョン」及び「地方版総合戦略」を策定し、課題克服に向けた取り組み強化を図る。

●事業の内容
○地方創生フォーラムの開催
○雲仙市版「人口ビジョン」及び「総合戦略」の策定
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討 論
	 平成27年度は、合併10周年目を迎
え、予算編成方針の重点事項として、総合計
画事業では、総合計画6つの基本方針各種施
策の目標値への着実な推進を図られるとと
もに、人口減少対策では、国の地方創生事業
を活用して、特に子育て支援をはじめとした
福祉対策、官民一体となった広域連携による
観光産業の強化、地場産業の育成と雇用創出
を重点施策として予算編成がなされていま
す。また厳しい財政状況の中で、財政の健全
化に努められるとともに、市民生活に直結す
る事業には、効率的かつ効果的に取り組まれ
た予算案であると判断し、賛成します。
� 【浦川�康二�議員】

賛成討論

	 自民、公明両党は米軍のあらゆる
戦争を支援する「戦争立法」の骨格を正式な
合意文書にまとめた。いずれも憲法9条が固
く禁止している行為であり、歴代政府が堅持
してきた立場にも反する。さらに、安倍首相
は来年の参議院選挙後に憲法改定の国会発
議と国民投票を行うと表明した。日本は憲法
9条を持ち、戦争はしない、武力は持たない国
として世界中から尊敬されてきた。海外で戦
争する国づくりではなく、憲法を生かした平
和外交によって世界に貢献するべきだ。
� 【上田��篤�議員】

賛成討論

	 予算案に反対する理由は次のよ
うなものである。第1は住宅等リフォーム助
成商品券交付事業を廃止したこと。第2は社
会保障・税番号制度システム整備事業は個
人のプライバシーに対して重大な影響を及
ぼす恐れがあること。第3は本予算が人件費
の削減等を前提として組まれていること。第
4は諫早湾関連予算を本当に活かすために
も開門調査に取り組み、有明海異変の真相を
究明することが求められるが、市は反対の立
場に立っていること。
� 【上田��篤�議員】

反対討論

	 政府は昨年７月、国の存立を全う
し、国民を守るため、切れ目のない安全保障
法制の整備について、閣議決定をなされてい
ます。この閣議決定は、わが国を取巻く安全
保障環境が根本的に変容し、変化し続ける中
で、安全保障法制整備の基本を示されたもの
であり、抑止力の向上と地域及び国際社会の
平和と安定にこれまで以上に、積極的に貢献
することを通じてわが国の平和と安全を一
層確かなものとするためであります。海外で
戦争する国づくりのための安全保障法制整
備でないものと判断し、請願書は不採択が妥
当である。� 【浦川�康二�議員】

反対討論

◆平成２７年度雲仙市一般会計予算案

◆海外で戦争する国づくりをやめ、憲法に基づく平和外交を求める請願書

賛　　否　　表
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結　
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誠
雲仙市一般職の職員の給与に関する
条例について 可決 19:1 ○○○○○○○○○○●○○○○○○○○○

平成27年度雲仙市一般会計予算案 可決 19:1 ○○○○○○○○○○●○○○○○○○○○
平成27年度雲仙市国民健康保険特
別会計予算案 可決 19:1 ○○○○○○○○○○●○○○○○○○○○

平成27年度雲仙市後期高齢者医療
特別会計予算案 可決 19:1○○○○○○○○○○●○○○○○○○○○

海外で戦争する国づくりをやめ、憲法
に基づく平和外交を求める請願書 不採択 2:18●●●●●●●●●●○●●●●●●●○●

○賛成　　●反対
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議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果
議案第 1 号 長崎県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議について 原案可決
議案第 2 号 長崎県病院企業団規約の変更に関する協議について 原案可決
議案第 3 号 雲仙市千々石農産物直売所の設置及び管理に関する条例の制定について 原案可決
議案第 4 号 雲仙市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 5 号 雲仙市公共下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 6 号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴
う関係条例の整理に関する条例について 原案可決

議案第 7 号 雲仙市保育の実施に関する条例を廃止する条例について 原案可決

議案第 8 号 雲仙市小浜資源リサイクルセンターの設置及び管理等に関する条例を廃止す
る条例について 原案可決

議案第 9 号 和解について　（農道整備工事に係る事案） 原案可決
議案第10号 損害賠償の額の決定及び和解について 原案可決
議案第11号 平成26年度雲仙市一般会計補正予算（第７号）案について 原案可決
議案第12号 平成26年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）案について 原案可決
議案第13号 平成26年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第3号）案について 原案可決
議案第14号 平成26年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第3号）案について 原案可決
議案第15号 平成26年度雲仙市水道事業会計補正予算（第3号）案について 原案可決
議案第16号 平成27年度雲仙市一般会計予算案について 原案可決
議案第17号 平成27年度雲仙市国民健康保険特別会計予算案について 原案可決
議案第18号 平成27年度雲仙市後期高齢者医療特別会計予算案について 原案可決
議案第19号 平成27年度雲仙市簡易水道事業特別会計予算案について 原案可決
議案第20号 平成27年度雲仙市下水道事業特別会計予算案について 原案可決
議案第21号 平成27年度雲仙市国民宿舎事業特別会計予算案について 原案可決
議案第22号 平成27年度雲仙市温泉浴場事業特別会計予算案について 原案可決
議案第23号 平成27年度雲仙市水道事業会計予算案について 原案可決
議案第24号 雲仙市の区域内にあらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について 原案可決
議案第25号 市有財産の処分について 原案可決
議案第26号 権利の放棄について 原案可決
議案第27号 平成26年度雲仙市一般会計補正予算（第8号）案について 原案可決
諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案可決
諮問第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案可決
諮問第 3 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案可決
諮問第 4 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案可決
諮問第 5 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案可決
諮問第 6 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案可決
請願第 1 号 日本政府に「非核日本宣言」を求める意見書に関する請願書 採択
請願第 3 号 海外で戦争する国づくりをやめ、憲法に基づく平和外交を求める請願書 不採択
発議第 1 号 雲仙市議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決
発議第 2 号 「非核日本宣言」を求める意見書について 原案可決

平成27年 第１回雲仙市議会定例会　議決結果
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意見書を国へ送付しました

　「非核日本宣言」を求める意見書
　今年は広島・長崎の被爆から70年目を迎え、2015年核拡散防止条約（ＮＰＴ）再検討会議が
開催される節目の年である。
　「核兵器をなくせ」と訴え続けてきた被爆者をはじめ国内外の声は、世界に響きわたり核兵器
廃絶を求める世論とその流れは今日、世界の大勢になっている。
　それは、一昨年の第68回国連総会軍縮委員会で、「核兵器禁止条約の交渉開始を」という発言
が相次ぎ、「核兵器は非人道的であるがゆえに使用禁止・廃絶すべき」とする125カ国の共同声
明が発表されたことに端的に示されている。さらに昨年の第69回国連総会軍縮委員会では、Ｎ
ＰＴ第6条に明記されている核保有国の「核軍縮・撤廃へ誠実な交渉を行う」ことの約束不履
行に対する批判が相次いで出され、「核兵器禁止条約の交渉開始」と核兵器の非人道性を告発し、
その禁止を求める流れが急速に広がっている。
　私たちは、「長崎を地球最後の被爆地に」することを心から願い、唯一の被爆国である日本政
府が「核兵器廃絶の提唱・促進」と「非核三原則の遵守」を新たな決意のもと、国連総会や日
本の国会などで内外に宣言し、これを「非核日本宣言」として各国政府に通知し、「核兵器のな
い世界」を1日も早く実現するための共同の努力を呼びかけることを求めるものである。さら
に日本政府は世界の動きにこたえて、2015年核拡散防止条約（ＮＰＴ）再検討会議が、核兵器
廃絶の転機になるよう積極的な役割を果たされることを要請する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成27年3月24日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎県雲仙市議会　　

　【提出先】内閣総理大臣、外務大臣

議 会 の こ と ば
討論
　議会の会議において、表決の前に議題となっている案件に対して、賛成か反対かの自
己の意見を表明することをいう。討論は単に自己の賛否の意見を明らかにするだけでな
く、意見の異なる相手を自己の意見に同調させようとつとめることにその意義がある。
　討論の原則は討論一人1回の原則であり1度討論を行ったものはほかの討論者の意見に
対して反対することはできない。
　討論交互の原則で最初に反対者を、次に賛成者を発言させる。
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質
疑　
公
園
の
管
理
は
各
担
当
部
署

で
行
っ
て
い
る
が
、
一
元
管
理
は
で

き
な
い
の
か
。

答
弁　
平
成
28
年
度
の
組
織
機
構
の

見
直
し
の
中
で
、
普
通
財
産
を
含
め

た
管
理
体
制
の
強
化
を
考
え
て
お

り
、
公
園
の
一
元
管
理
に
つ
い
て
も

整
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
疑　
顧
問
弁
護
士
へ
の
報
酬
と
し

て
、
１
カ
月
８
万
円
、
年
間
96
万
円

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
の
相

談
件
数
は
37
件
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
一
般
的
な
弁
護
士
の
相
談
費
用

30
分
間
５
千
円
と
比
較
し
た
場
合
、

報
酬
の
額
は
高
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
顧
問
弁
護
士
を
置
く
の
で
あ
れ

ば
設
置
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁　
設
置
規
定
に
つ
い
て
は
平
成

27
年
度
か
ら
設
け
、
報
酬
の
額
に
つ

い
て
は
今
後
検
証
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
ふ
る
さ
と
応
援
推
進
事
業
に

お
い
て
１
億
円
の
寄
附
を
見
込
ん
で

い
る
が
、達
成
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

寄
附
額
に
つ
い
て
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
納
付
を
導
入
し
た
自
治
体
を

参
考
と
し
た
。
寄
附
者
へ
の
謝
礼
品

と
し
て
雲
仙
市
の
特
産
品
１
１
７
品

を
準
備
し
て
お
り
、
４
月
か
ら
の
カ

タ
ロ
グ
配
布
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
申
し
込
み
、
６
月
か
ら
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
納
付
の
開
始
に
向
け
周
知
を

図
り
、
目
標
額
達
成
に
向
け
努
力
し

た
い
。

質
疑　
地
方
創
生
戦
略
策
定
事
業
に

お
い
て
、
委
託
料
と
し
て
約
９
５
０

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業

の
丸
投
げ
で
は
な
い
か
、
雲
仙
市
独

自
の
総
合
戦
略
が
で
き
る
の
か
。

答
弁　
策
定
に
必
要
な
試
算
や
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に
か
か
る
委
託
経
費
で

あ
り
、
総
合
戦
略
自
体
は
市
で
策
定

す
る
。

質
疑　
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
約

４
０
０
万
円
の
予
算
を
か
け
10
月
に

開
催
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
市
民
の
声
を
吸
い

上
げ
、
市
全
体
と
し
て
の
機
運
を
高

め
る
の
が
目
的
で
あ
る
と
思
う
が
、

時
期
が
遅
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

市
民
と
の
協
議
等
を
踏
ま

え
、
あ
ら
か
た
の
方
向
性
を
整
理
し

た
も
の
を
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
お

示
し
し
、
そ
の
中
で
議
論
を
深
め
て

い
き
た
い
。

　
本
請
願
の
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
と

し
て
、
全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
、
関
係
省
庁
へ
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
決

定
し
た
。（
意
見
書
の
文
面
に
つ
い

て
は
8
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

意
見　
平
成
26
年
７
月
１
日
の
閣
議

決
定
は
、
わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全

保
障
環
境
が
根
本
的
に
変
化
し
続
け

て
い
る
中
で
、
新
た
な
安
全
保
障
法

制
整
備
の
基
本
を
示
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
現
在
開
会
中
の
国
会
に
お
い

て
、
法
案
の
具
体
的
な
内
容
を
与
党

内
で
協
議
中
で
あ
る
が
、
協
議
の
内

容
は
、
海
外
で
戦
争
す
る
国
づ
く
り

の
た
め
で
は
な
く
、
国
民
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
の
関
係
法
令
の
整
備
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
請
願
は
不
採
択

が
妥
当
で
あ
る
。

　
全
会
一
致
で
不
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

　
県
央
消
防
本
部
・
諫
早
消
防
署
新

庁
舎
の
視
察
を
実
施
し
た
。（
左
写

真
）

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
案

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
案

「
日
本
政
府
に
『
非
核
日
本
宣
言
』

を
求
め
る
意
見
書
」
に
関
す
る
請

願
書

海
外
で
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
や

め
、
憲
法
に
基
づ
く
平
和
外
交
を

求
め
る
請
願
書

現
地
調
査

付　　託　　案　　件 審議結果

長崎県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議について
ほか1件 原案可決

平成27年度一般会計予算案　ほか2件 原案可決

「日本政府に『非核日本宣言』を求める意見書に関する請願書 採　択

海外で戦争する国づくりをやめ、憲法に基づく平和外交を求める請願書 不採択

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
５
件
、採
択
１

件
、不
採
択
１
件
と
決
定

し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
　
　
務
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文
教
厚
生

質
疑　
市
と
し
て
教
育
大
綱
の
策
定

時
期
は
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
の

か
。

答
弁　
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
策

定
を
協
議
す
る
が
、
27
年
度
に
策
定

し
、
28
年
度
か
ら
は
施
行
し
た
い
。

質
疑　
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定

す
る
よ
り
も
、
教
育
大
綱
を
作
成
し

た
方
が
実
効
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

答
弁　
教
育
大
綱
は
、
教
育
の
目
標

や
施
策
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
方
針

を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
教
育
振
興

基
本
計
画
は
、
教
育
の
目
標
や
施
策

に
つ
い
て
の
根
本
的
な
方
針
の
他
に

も
、
具
体
的
な
主
要
施
策
や
実
施
方

法
、
数
値
目
標
等
を
盛
り
込
む
予
定

に
し
て
い
る
。

質
疑　
み
ず
ほ
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
費

に
お
い
て
、
歳
入
よ
り
も
歳
出
が
多

い
が
、
運
営
改
善
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　
み
ず
ほ
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
体
育
施
設
の
利

用
者
は
増
え
て
い
る
が
、
ふ
れ
あ
い

会
館
の
利
用
者
は
減
っ
て
い
る
。
ま

た
、
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
や
千
年
の
湯

は
開
設
当
初
か
ら
比
べ
る
と
利
用
者

が
減
っ
て
い
る
。
特
に
千
年
の
湯
に

つ
い
て
は
毎
年
赤
字
が
累
積
し
て
お

り
、
今
度
ポ
ン
プ
が
故
障
し
た
場
合

に
は
ポ
ン
プ
の
更
新
は
考
え
て
い
な

い
が
、
そ
れ
ま
で
は
継
続
す
る
。
ま

た
、施
設
自
体
も
老
朽
化
し
て
お
り
、

今
後
大
き
な
故
障
が
発
生
し
た
場
合

に
つ
い
て
教
育
委
員
会
で
早
急
に
検

討
す
る
。

質
疑　
本
市
の
保
険
税
は
モ
デ
ル
世

帯
で
1
世
帯
あ
た
り
ど
れ
位
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
県
下
で
は
ど
れ
位
の

位
置
に
あ
る
の
か
。

答
弁　
本
市
の
場
合
、
モ
デ
ル
世
帯

と
し
て
は
所
得
の
平
均
が
90
万
円
で

あ
る
。
こ
の
場
合
の
税
額
は
24
万

8
千
円
で
あ
り
、
県
内
で
は
3
番
目

に
高
い
。

反
対
討
論　
本
市
は
県
内
で
も
3
番

目
に
高
い
国
保
税
率
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
高
い
税
金
で
困
っ
て
い

る
市
民
も
多
い
た
め
反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

意
見　
医
療
費
が
高
騰
し
て
い
る
中

で
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
は
県
下
で
一

斉
に
実
施
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
連

携
を
取
り
合
い
、
保
健
指
導
を
含
め

て
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
て
も
ら
い

た
い
。

反
対
討
論　
75
歳
と
言
う
年
齢
だ
け

で
他
の
保
険
制
度
か
ら
隔
離
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
非
常
に
高
い
保
険
料
で

多
く
の
高
齢
者
が
苦
し
ん
で
い
る
の

で
反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

質
疑　
商
品
券
多
子
世
帯
支
援
事
業

に
お
い
て
、
対
象
者
を
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
と
し
た
の
は

何
故
か
。

答
弁　
本
事
業
は
商
工
会
に
委
託
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
補
助
金
を

交
付
す
る
の
に
高
校
生
以
上
に
な
る

と
養
育
し
て
い
る
か
の
確
認
が
困
難

で
あ
る
た
め
。

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例

平
成
27
年
度
雲
仙
市
一
般
会
計
予

算
案

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
案

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
案

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
8
号
）
案

付　　託　　案　　件 審議結果

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整理に関する条例ほか2件 原案可決

平成26年度一般会計補正予算（第8号）案ほか2件 原案可決

平成27年度一般会計予算案ほか3件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い

て
、
原
案
可
決
１０
件
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

委員会の審査状況 小浜町金浜埋立地
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産
業
建
設

質
疑　
議
案
質
疑
に
お
い
て
、
実
質

的
に
勝
訴
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
。
和
解
に
は
、
勝
訴
も
敗

訴
も
な
い
。
今
で
も
そ
の
考
え
は
変

わ
ら
な
い
の
か
。

答
弁　
和
解
で
あ
る
た
め
、
勝
訴
、

敗
訴
と
は
言
え
な
い
。
深
く
反
省
を

し
て
い
る
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
（
本
会
議
で
訂
正
あ
り
）。

意
見　
雲
仙
古
湯
地
区
街
な
み
環
境

整
備
事
業
が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
公
園
整
備
に

つ
い
て
は
、い
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

あ
ま
り
利
用
が
さ
れ
な
い
よ
う
な
状

態
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
極

力
簡
素
な
も
の
に
し
て
も
ら
い
た

い
。

質
疑　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
お

ば
ま
の
運
営
費
が
増
額
さ
れ
た
理
由

は
。

答
弁　
消
費
税
が
５
％
か
ら
８
％
に

な
っ
た
た
め
、
協
定
に
よ
り
引
上
げ

を
行
な
っ
た
。

質
疑　
市
営
住
宅
使
用
料
は
ほ
ぼ
市

営
住
宅
の
維
持
管
理
に
使
わ
れ
て
い

る
。
市
営
住
宅
改
善
事
業
は
い
つ
ま

で
継
続
さ
れ
る
の
か
。

答
弁　
現
在
の
ペ
ー
ス
を
維
持
し
な

が
ら
管
理
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質
疑　
今
後
、
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
の
本
会
計
へ
の
移
行
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
も
厳
し
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
簡
易
水
道
事
業
債
の
償
還
な

ど
で
本
会
計
が
圧
迫
さ
れ
厳
し
く
な

る
こ
と
も
見
込
ま
れ
る
。
財
政
担
当

部
局
と
十
分
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
海
外
宣
伝
誘
致
事
業
に
お
い

て
、
ど
こ
に
外
国
語
案
内
板
を
整
備

す
る
の
か
。

答
弁　
愛
野
展
望
台
、
橘
公
園
な
ど

市
内
の
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
な
ど
を

予
定
し
て
い
る
。

質
疑　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事

業
は
、
市
内
各
店
で
使
い
や
す
い
も

の
な
ど
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

そ
の
よ
う
な
意
見
を
踏
ま

え
、商
工
会
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

意
見　
本
請
願
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関

す
る
国
会
決
議
を
遵
守
し
、
守
れ
な

い
場
合
は
交
渉
か
ら
撤
退
す
る
こ
と

と
あ
る
が
、
請
願
の
本
文
で
は
国
益

を
守
る
た
め
に
は
交
渉
か
ら
撤
退
す

る
以
外
に
な
い
と
あ
る
。

　
決
議
を
遵
守
し
な
い
と
い
う
こ
と

が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
状
況
で
は
、
決
議
が
遵
守

さ
れ
る
の
か
、
さ
れ
な
い
の
か
、
わ

か
ら
な
い
た
め
、
採
決
を
す
る
に
は

時
期
尚
早
で
あ
る
。
よ
っ
て
継
続
審

査
を
望
む
。

　
全
会
一
致
で
継
続
審
査
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

　
平
成
27
年
度
当
初
予
算
に
計
上
さ

れ
て
い
る
事
業
を
中
心
に
９
箇
所
の

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

和
解
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
案

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
案

平
成
27
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

案平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
案

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
撤
退
を
求
め

る
請
願
書

現
地
調
査
を
実
施

付　　託　　案　　件 審議結果

和解について　ほか7件 原案可決

平成26年度雲仙市一般会計補正予算（第7号）案　ほか4件 原案可決

平成27年度雲仙市一般会計予算案　ほか4件 原案可決

ＴＰＰ交渉からの撤退を求める請願書 継続審査

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
１8
件
、
継
続
審

査
１
件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

国見町神代小路地区

11 雲仙市議会だより●第42号（平成27年5月）



 

町
田
議
員 　

イ
ノ
シ
シ
対
策

は
、
予
算
が
本
格
的
に
計
上
さ
れ

た
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
で
、
雲
仙
市
内
に
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
が
3
0
0
㎞
、
電
気
柵

が
1
0
0
㎞
張
ら
れ
、
平
成
18
年

被
害
額
5
9
8
0
万
円
か
ら
平
成

25
年
に
は
約
8
7
0
万
円
ま
で
減

少
し
た
。
今
、
ア
ラ
イ
グ
マ
ま
で

出
没
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
そ
の

対
策
は
。

 

松
尾
産
業
振
興
部
長 　
昨
年
、

J
A
の
果
樹
部
会
を
対
象
に
ア
ラ

イ
グ
マ
研
修
会
を
実
施
し
た
。
ア

ラ
イ
グ
マ
の
判
別
が
特
定
し
た

ら
、
講
習
会
を
開
い
て
そ
の
対
策

を
行
い
た
い
。

 
町
田
議
員 　
日
本
の
農
業
従
事

者
の
う
ち
、
65
歳
以
上
が
6
割
を

占
め
て
い
る
と
い
う
実
態
も
あ
っ

て
農
援
隊
支
援
事
業
は
当
を
得
た

市
の
事
業
だ
が
、市
長
の
考
え
は
。

 

金
澤
市
長 　
島
原
振
興
局
・
三

市
・
J
A
で
島
原
地
域
雇
用
労
力

支
援
協
議
会
を
設
立
し
、
ど
う
し

た
ら
継
続
的
に
農
援
隊
を
派
遣
で

き
る
か
、
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て

い
る
。

 

町
田
議
員 　
平
成
21
年
橘
湾
で

赤
潮
が
発
生
し
、
養
殖
魚
18
万
尾

で
2
億
7
千
万
円
、
翌
22
年
に
も

5
万
尾
の
被
害
が
あ
っ
た
。県
は
、

平
成
23
年
赤
潮
防
止
の
実
証
実
験

と
し
て
、
小
浜
町
の
沖
2
0
0
m

の
所
に
約
5
千
㎡
の
範
囲
に
わ
た

り
海
底
を
砂
で
お
お
っ
た
。
こ
の

実
証
実
験
の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。

 

松
尾
部
長 　
そ
の
実
証
実
験
を

把
握
し
て
い
な
い
。

 

町
田
議
員 　
ぜ
ひ
、
県
に
聞
き

漁
民
に
知
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

農業・漁業の振興策は

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

町田　康則…P12
平野　利和…P13
中村　好治…P13
坂本　弘樹…P14

前川　　治…P14
松尾　文昭…P15
浦川　康二…P15
上田　　篤…P16

深堀　善彰…P16
林田　哲幸…P17
小田　孝明…P17

市政を問う 11名の議員が一般質問

農
業
の
振
興
策
は

漁
業
の
振
興
策
は

町
まちだ

田　康
やすのり

則議員
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一般質問

 

中
村
議
員 　
雲
仙
市
の
将
来
を

左
右
す
る
地
方
創
生
の
施
策
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

 

金
澤
市
長 　
人
口
の
現
状
と
将

来
の
人
口
推
計
を
し
っ
か
り
分
析

し
雲
仙
市
総
合
計
画
を
策
定
す
る

中
で
、
将
来
像
及
び
方
向
性
を
整

理
し
て
い
き
た
い
。

 

大
塚
政
策
企
画
課
長 　
現
在
の

本
市
総
合
計
画
の
主
要
施
策
を
検

証
し
、
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。
現
時
点
で
は
取
り
組
む

方
向
性
等
の
骨
格
と
な
る
も
の
は

示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

 
松
尾
産
業
振
興
部
長 　
農
業
に

つ
い
て
は
、
雲
仙
市
農
林
水
産
振

興
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。
今
後

農
業
者
と
漁
協
の
方
々
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
た
い
。
第
1
次
産
業

と
観
光
が
リ
ン
ク
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
市
内
の
魅
力

あ
る
多
く
の
農
産
物
を
観
光
客
に

堪
能
し
て
も
ら
う
た
め
観
光
協
会

と
話
し
合
い
を
進
め
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
雲
仙
市

を
含
む
島
原
半
島
は
環
境
問
題
を

抱
え
る
大
変
良
い
学
習
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
る
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
後
環
境
関
係
の
課

題
に
大
学
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
、
3
市
の
市
長
や
振

興
局
長
に
説
明
し
一
定
の
理
解
を

得
た
の
で
、
連
携
を
拡
大
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

 

中
村
議
員 　
小
浜
、
千
々
石
の

緊
急
道
路
整
備
と
し
て
市
道
建
設

を
半
島
振
興
法
で
で
き
な
い
か
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　
国
道
57

号
線
が
被
災
し
た
時
、
国
道
の
代

替
道
路
を
考
え
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ

る
方
向
か
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

雲仙市の将来の骨格は

 

平
野
議
員 　
国
会
に
て
経
済
再

生
の
為
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
発
行
事
業
の
予
算
が
成
立
し
た

が
、
雲
仙
市
で
の
発
行
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
地
元
消
費
の
拡
大
、

地
域
経
済
の
活
性
化
の
観
点
か
ら

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行

す
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
平
成
21

年
度
に
実
施
し
た
雲
仙
ゆ
め
未
来

商
品
券
発
行
事
業
を
十
分
精
査
し

て
対
応
し
た
い
。

 

平
野
議
員 　
市
長
の
施
策
方
針

の
中
に
特
定
健
診
で
胃
癌
リ
ス
ク

検
診
を
追
加
す
る
と
あ
る
が
、
ピ

ロ
リ
菌
検
査
の
事
な
の
か
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
ピ
ロ
リ

菌
検
査
の
事
。

 

平
野
議
員 　
ピ
ロ
リ
菌
検
査
が

導
入
さ
れ
る
特
定
健
診
を
市
民
に

受
け
て
も
ら
い
、
胃
癌
で
亡
く
な

る
方
を
減
ら
し
て
い
け
る
。

 

平
野
議
員 　
地
元
で
は
「
神
代

橋
は
取
り
壊
し
に
な
る
」
と
な
っ

て
い
る
が
本
当
な
の
か
。

 
金
澤
市
長 　
地
元
に
説
明
不
足

も
あ
り
申
し
訳
な
い
。
調
査
し
た

う
え
で
色
々
な
問
題
点
も
あ
る
だ

ろ
う
が
、
橋
を
存
続
す
る
方
向
で

十
分
検
討
し
て
い
く
。

プレミアム付商品券
ピ
ロ
リ
菌
検
査
は

国
見
町
の
神
代
橋
の
今
後
は

地
方
創
生
の
施
策
は

平
ひらの

野　利
としかず

和議員

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

は

半
島
振
興
法
の
延
長
、
内
容

拡
大
は

中
なかむら

村　好
こうじ

治議員

国見町神代橋
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金澤市政のここが聞きたい

 

前
川
議
員 　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
は
、
一
年

前
の
議
会
で
は
、
一
年
か
け
て
庁

内
で
検
討
す
る
、
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。今
回
の
施
政
方
針
で
は
、

こ
れ
か
ら
建
設
検
討
委
員
会
を
設

置
す
る
と
あ
る
。
庁
内
で
の
検
討

を
さ
れ
て
、
市
長
の
構
想
は
。

 

金
澤
市
長 　
本
市
の
中
央
地
区

と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
と
交
流
を
創

出
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
、
道
路
整
備
、
バ
ス
停
の
集
約

を
含
め
整
備
し
た
い
。

 
酒
井
副
市
長 　
庁
内
の
検
討
委

員
会
で
は
、
愛
野
地
区
だ
け
の
施

設
だ
け
で
は
な
く
、
市
全
体
を
見

て
建
設
す
べ
き
と
の
考
え
で
検
討

し
て
き
た
が
、
地
域
審
議
会
等
か

ら
の
提
案
も
あ
り
、
市
全
体
の
市

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し

た
い
と
の
考
え
で
建
設
検
討
委
員

会
の
設
置
と
な
っ
た
。

 

前
川
議
員 　
事
業
内
容
の
説
明

で
は
、
市
の
説
明
と
実
行
委
員
会

の
見
解
、
県
の
見
解
が
違
う
。
県

は
犯
罪
と
見
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、

被
害
者
は
誰
か
。

 

松
尾
産
業
振
興
部
長 　
長
崎
県

だ
と
考
え
る
。
県
の
補
助
金
を
詐

取
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
弁
護
士

に
相
談
し
告
発
し
た
。

 

前
川
議
員 　
県
は
事
業
の
評
価

を
さ
れ
る
と
聞
く
が
、
市
の
評
価

は
。

 

松
尾
部
長 　
雲
仙
を
県
内
外
に

P
R
す
る
こ
と
で
、
市
の
認
知
度

が
高
ま
り
、
地
域
活
性
化
に
は
寄

与
し
た
。
が
費
用
対
効
果
で
は
、

支
出
の
方
が
多
か
っ
た
。

1年間の検討結果は

 

坂
本
議
員 　
不
妊
治
療
の
補
助

金
と
し
て
現
在
、
厚
生
労
働
省
の

特
定
不
妊
治
療
支
援
事
業
が
あ

り
、
1
回
に
つ
き
15
万
円
の
給
付

が
あ
る
。
県
内
で
3
市
町
が
既
に

上
乗
せ
補
助
を
実
施
し
、
今
回
の

定
例
市
議
会
に
3
市
が
上
乗
せ
補

助
の
予
算
案
を
上
程
し
て
い
る
。

雲
仙
市
も
上
乗
せ
補
助
が
出
来
な

い
か
。

 

岸
川
市
民
福
祉
部
長 　
希
望
す

る
妊
娠
・
出
産
を
実
現
で
き
る
よ

う
に
、
健
康
教
育
や
広
報
活
動
等

を
行
い
啓
発
に
努
め
る
と
と
も

に
、
不
妊
治
療
の
補
助
に
つ
い
て

は
、
県
内
の
動
向
等
を
注
視
し
な

が
ら
研
究
を
し
て
い
く
。

 

坂
本
議
員 　
自
治
法
で
は
、
首

長
は
、
債
権
の
督
促
・
強
制
執
行

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ

る
。
市
長
の
滞
納
は
許
さ
な
い
と

い
う
姿
勢
が
、
滞
納
抑
制
効
果
を

生
み
、
債
権
を
公
平
公
正
に
一
元

管
理
す
る
こ
と
で
、
債
務
者
に
対

し
、厳
し
い
対
応
が
可
能
と
な
り
、

債
権
回
収
に
結
び
つ
く
。
一
方
で

は
、
生
活
困
窮
者
で
あ
る
債
務
者

に
対
し
て
は
、
一
元
的
に
債
権
放

棄
を
含
め
た
手
続
き
も
で
き
る
と

思
う
が
。

 

金
澤
市
長 　
単
独
電
算
シ
ス
テ

ム
導
入
に
よ
り
、
債
権
情
報
等
の

一
元
管
理
が
可
能
と
な
る
。
来
年

度
以
降
、
滞
納
に
係
る
徴
収
事
務

の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
専

門
的
人
材
の
活
用
を
含
め
徴
収
体

制
の
強
化
に
取
り
組
む
。

不妊治療に市補助金を

愛
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
構
想
は

不
妊
治
療
に
市
の
上
乗
せ
補

助
を

市
債
権
管
理
の
一
元
化
は

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
普
賢
岳
大
会

の
検
証
は

坂
さかもと

本　弘
ひろき

樹議員

前
まえかわ

川　　治
おさむ

議員
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一般質問

 

浦
川
議
員 　
合
併
10
年
目
の
重

点
施
策
で
1
、
総
合
計
画
事
業
へ

の
取
り
組
み
2
、
人
口
減
少
対
策

へ
の
取
り
組
み
3
、
市
制
10
周
年

記
念
事
業
の
実
施
が
示
さ
れ
て
い

る
が
各
事
業
の
内
容
は
。

 

畑
中
総
務
部
長 　
総
合
計
画
事

業
は
、
計
画
期
間
が
あ
と
2
年
間

と
迫
っ
て
お
り
、
各
政
策
・
施
策

の
成
果
を
精
査
し
、
特
に
数
値
目

標
に
達
し
て
い
な
い
項
目
の
着
実

な
推
進
を
図
る
。
人
口
減
対
策
に

つ
い
て
は
、
国
の
地
方
創
生
施
策

と
連
携
し
て
、
本
市
も
人
口
減
少

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発

足
し
、
若
者
世
代
の
定
住
意
欲
を

高
め
る
施
策
等
に
取
り
組
む
。
10

周
年
記
念
事
業
は
、
雲
仙
市
の
歩

み
を
振
り
返
り
、
本
市
の
未
来
へ

の
飛
躍
を
祈
念
し
、
効
果
的
な
記

念
事
業
を
開
催
す
る
。

 

浦
川
議
員 　
総
合
計
画
事
業
の

数
値
目
標
の
達
成
率
は
。

 

畑
中
部
長 　
平
成
25
年
度
末
で

数
値
目
標
1
1
0
件
中
27
件
で
あ
る
。

 

浦
川
議
員 　
地
方
創
生
法
に
基

づ
く
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合

戦
略
策
定
組
織
及
び
完
成
時
期
は
。

 

大
塚
政
策
企
画
課
長 　
地
方
創

生
本
部
を
設
置
し
、市
民
及
び
各
分

野
の
有
識
者
で
構
成
し
、完
成
は
遅

く
と
も
12
月
ま
で
に
は
策
定
す
る
。

 

浦
川
議
員 　
10
周
年
記
念
事
業

は
、記
念
式
典・市
民
運
動
会・産

業
祭
及
び
記
念
誌
の
発
行
等
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、市
民
と
共
に
意

義
あ
る
記
念
事
業
を
期
待
す
る
。

合併10周年目の施策

中心市街地の整備は

 

松
尾
議
員 　
当
施
設
は
雲
仙
市

の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
、
市
民
の

利
便
性
を
見
据
え
て
、
愛
野
地
区

の
み
で
な
く
市
全
域
の
施
設
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
建
設
の
基

本
的
考
え
は
。

 

金
澤
市
長 　
コ
ン
パ
ク
ト
で
市

民
に
親
し
ま
れ
る
庁
舎
づ
く
り
を

基
本
理
念
と
し
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
庁
舎
整
備
の
一
環
と
し
て
、

支
所
機
能
と
公
民
館
機
能
を
有
す

る
複
合
施
設
と
し
て
建
設
し
た
い
。

 

松
尾
議
員 　
建
設
計
画
で
は
26

年
度
で
基
本
構
想
の
策
定
、
29
～

30
年
度
に
建
設
予
定
と
な
っ
て
い

る
が
。

 

大
塚
政
策
課
長 　
計
画
ど
お
り

平
成
30
年
度
に
完
成
す
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
た
い
。

 

松
尾
議
員 　
愛
野
の
中
心
部
の

バ
ス
停
の
集
約
に
つ
い
て
は
。

 

金
澤
市
長 　
島
原
半
島
の
玄
関

口
と
し
て
、
ま
た
本
市
の
中
央
地

区
と
し
て
市
民
の
方
を
は
じ
め
、

市
外
か
ら
も
集
ま
り
や
す
い
恵
ま

れ
た
立
地
条
件
を
考
慮
し
つ
つ
、

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
周
辺

の
道
路
整
備
や
バ
ス
停
の
集
約
も

含
め
整
備
を
行
う
考
え
で
あ
る
。

他
の
質
問

・
農
業
振
興
に
つ
い
て

新
規
就
農
者
促
進
に
つ
い
て
他

2
件

・
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ
い

て
他
2
件

当
初
予
算
の
重
点
施
策
は

愛
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
建
設
は

松
まつお

尾　文
ふみあき

昭議員

浦
うらかわ

川　康
やすじ

二議員

人口減少克服・地方創生の流れ
2015
年度

19
年度

20年
目標

50
年代

2060
年

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、地
方
版
総
合
戦
略
策
定

人
口
減
少
問
題
の
克
服
、1
億
人
程
度
を
維
持

成
長
力
の
確
保

主な施策

◆農林水産業の成長産業化
◆地方へ人材還流

地方で若者雇用
創出30万人

地方・東京圏の
転出入均衡

第1子出産前後の
女性の就業率55％

地方版総合戦略を
踏まえて設定

◆地方移住の推進
◆企業の本社機能移転

◆正社員化の加速
◆結婚・出産・子育て支援

◆都市コンパクト化
◆空き家対策

※15年度から先行実施、16年度から本格実施

愛野町公民館
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金澤市政のここが聞きたい

 

深
堀
議
員 　
国
民
健
康
保
険
事

業
に
対
す
る
本
市
の
現
状
と
対
策
は
。

 

金
澤
市
長 　
構
造
的
な
問
題
と

し
て
、
所
得
の
低
い
加
入
者
が
多

く
年
齢
構
成
が
高
い
た
め
、
1
人

当
た
り
の
医
療
費
が
高
い
。
平
成

26
年
度
は
、
単
年
度
収
支
で
約
3

億
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
、
年
度

末
の
基
金
残
は
約
1
億
2
千
5

百
万
円
と
な
る
。
そ
の
内
1
億
円

を
平
成
27
年
度
で
取
り
崩
す
予
定

か
ら
、
基
金
残
は
約
2
千
5
百
万

円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
国
に
お

け
る
今
後
の
制
度
改
正
の
動
向
を

見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

法
定
外
繰
り
入
れ
（
一
般
会
計
よ

り
の
支
援
）
を
視
野
に
入
れ
た
運

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
く
る
と
考

え
て
い
る
。

 

深
堀
議
員 　
早
期
に
整
備
さ
れ

た
道
路
舗
装
の
劣
化
や
白
線
の
消

滅
な
ど
の
対
策
は
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　
市
道
の

大
半
が
整
備
後
、
相
当
の
年
数
を

経
て
い
る
。
白
線
の
消
滅
、
舗
装

面
の
亀
裂
、
陥
没
の
発
生
な
ど
が

多
数
見
ら
れ
、
十
分
な
対
応
が
で

き
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
今
後

は
、
集
落
内
の
道
路
や
通
学
路
な

ど
、
住
民
生
活
に
密
接
に
関
係
し

て
い
る
市
道
に
お
い
て
、
利
用
者

が
安
全
に
通
行
で
き
る
環
境
保
全

の
た
め
の
維
持
管
理
を
重
点
的
に

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

主
要
な
幹
線
市
道
は
、
平
成
26
年

度
に
お
い
て
、
道
路
施
設
の
劣
化

も
含
め
た
状
況
調
査
を
行
っ
て
お

り
、今
後
は
、こ
の
成
果
を
基
に
、

道
路
の
補
修
対
策
を
計
画
的
に
進

め
る
。

他
の
質
問

・
小
中
学
校
の
設
置
運
営
の
在
り

方
に
つ
い
て

・
体
育
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

国保・教育行政・道路

 

上
田
議
員 　
農
協
「
改
革
」
と

は
ど
う
い
う
も
の
か
。
そ
れ
は
雲

仙
市
に
ど
う
い
う
影
響
を
も
た
ら

す
の
か
。
地
方
創
生
と
は
相
矛
盾

す
る
の
で
は
な
い
か
。

 

金
澤
市
長 　
国
会
に
法
案
が
出

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
詳
細
に
説

明
で
き
な
い
。
本
市
の
基
幹
産
業

は
農
業
で
あ
り
、
島
原
雲
仙
農
協

は
本
市
農
業
の
活
性
化
を
図
る
上

で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

 

上
田
議
員 　
法
案
が
出
て
き
て

か
ら
で
は
遅
い
。農
協
に
限
ら
ず
、

全
国
的
な
組
織
団
体
に
は
ロ
ー
カ

ル
セ
ン
タ
ー
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
の
は
当
然
で
、
そ
れ

が
な
け
れ
ば
目
的
や
理
念
を
達
成

で
き
な
い
。
J
A
は
正
・
准
組
合

員
合
わ
せ
て
1
0
0
0
万
人
も
の

団
体
だ
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
廃
止

せ
よ
と
い
う
の
は
非
常
識
で
あ

り
、
無
礼
だ
と
の
指
摘
も
あ
る
。

 

松
尾
産
業
振
興
部
長 　
政
府
の

す
す
め
る
改
革
は
5
点
あ
る
。
①

信
用
事
業
の
事
業
譲
渡
、
代
理
店

化
。
②
准
組
合
員
の
利
用
制
限
。

③
自
治
会
制
度
④
全
農
の
株
式
会

社
化
⑤
中
央
会
制
度
。
雲
仙
市
に

と
っ
て
農
協
は
重
要
な
組
織
だ
。

で
き
る
だ
け
影
響
が
な
い
よ
う
な

方
策
を
考
え
た
い
。

 
上
田
議
員 　
全
国
に
J
A
は
6

9
4
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
組
合
長

が
回
答
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
全

国
農
業
協
同
組
合
中
央
会（
全
中
）

に
大
き
な
問
題
は
な
い
と
す
る
答

が
約
95
％
だ
。
そ
れ
な
の
に
全
中

を
解
体
す
る
の
は
大
問
題
だ
。

何のためのJA改革か

上
うえだ

田　　篤
あつし

議員

農
協
つ
ぶ
し
と
地
方
創
生
は

矛
盾
す
る

深
ふかほり

堀　善
よしあき

彰議員

国
保
事
業
の
運
営
は

道
路
行
政
は

市内のJA島原雲仙支所
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一般質問

 

小
田
議
員 　
合
併
し
て
10
年
、

6
千
人
程
減
少
し
た
。
議
会
で
も

婚
活
や
定
住
促
進
対
策
等
具
体
的

に
調
査
検
討
し
提
案
し
て
き
た
。

　
今
、
国
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
を
制
定
し
、
強
力

に
地
方
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る
が
市
長
の
取
り
組
み
は
。

 

金
澤
市
長 　
本
市
の
特
性
を
生

か
し
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦

略
を
策
定
す
る
。
国
の
支
援
策
を

最
大
限
活
用
し
、
人
口
減
少
及
び

経
済
活
性
化
に
向
け
、
私
自
ら
が

動
き
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
。

 

小
田
議
員 　
文
部
科
学
省
が
、

60
年
ぶ
り
に
、
公
立
小
中
学
校
の

統
廃
合
の
手
引
き
を
発
表
し
た

が
、
教
育
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

 

山
野
教
育
長 　
こ
の
手
引
き
で

は
一
定
の
集
団
規
模
を
確
保
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。
地
域
の

事
情
に
お
い
て
小
規
模
校
を
存
続

さ
せ
る
場
合
は
、
教
育
活
動
を
工

夫
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
っ
た
こ

と
を
具
体
的
に
示
し
、
市
町
村
の

主
体
的
な
検
討
を
促
し
て
い
る
。

本
市
で
は
平
成
27
年
度
は
8
校
が

複
式
学
級
に
な
る
が
、
早
急
に
統

合
す
る
考
え
は
な
い
。

　
今
後
、
児
童
数
の
推
移
を
注
視

し
、
保
護
者
、
P
T
A
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
声
を
参
考
に
し
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

田舎に住みたくなる

 

林
田
議
員 　
現
在
、
新
築
住
宅

だ
け
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
定
住

促
進
奨
励
補
助
金
を
中
古
住
宅
に

も
拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

 

大
塚
政
策
企
画
課
長 　
中
古
住

宅
の
活
用
は
大
変
有
効
だ
と
思
う

の
で
、
現
在
国
の
交
付
金
の
活
用

も
見
据
え
な
が
ら
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

 

林
田
議
員 　
人
口
を
増
や
す
、

来
て
も
ら
う
こ
と
だ
け
を
考
え
れ

ば
、
思
い
切
っ
た
施
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

 

大
塚
課
長 　
今
多
く
の
自
治
体

で
定
住
促
進
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
で
、雲
仙
市
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う

な
制
度
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
る
。

 

林
田
議
員 　
ど
の
よ
う
な
形
で

観
光
振
興
を
進
め
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
。

 

立
石
観
光
物
産
課
長 　
東
ア
ジ

ア
を
中
心
と
す
る
旅
行
会
社
へ
の

セ
ー
ル
ス
を
強
化
し
、
ま
た
、
旅

行
会
社
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に

対
し
て
、
旬
な
観
光
情
報
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
届
け
る
。
旅
行
商
品
の

造
成
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
露
出
を

高
め
て
い
く
よ
う
な
P
R
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
で
き
め
細
や
か
に
継

続
し
て
情
報
発
信
を
展
開
す
る
な

ど
、
県
観
光
連
盟
や
島
原
半
島
観

光
連
盟
と
連
携
し
な
が
ら
、
積
極

的
に
誘
客
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

思いきった施策を

林
はやしだ

田　哲
てつゆき

幸議員

定
住
促
進
対
策
は

地
方
は
活
力
を
生
む

小
規
模
校
の
良
さ
を
生
か
す

観
光
振
興
は

小
お だ

田　孝
こうめい

明議員

地方創生に国見町多比良港埋立地

4カ国語表示の看板
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

議会のうごき
1月29日（木）
第5回雲仙市社会福祉大会

　愛野町公民館講堂において開催されまし
た第5回雲仙市社会福祉大会に大久保議長
が出席し、祝辞を述べました。
　本市の社会福祉事業に貢献されている
方々も多く参加されており、そのご苦労と
ご功績に敬意と感謝を申し上げます。

3月19日（木）
香川県土庄町との意見交換会

　南串山町との歴史的繋がりが深い、香
川県土庄町の三枝町長をはじめ6名の皆さ
んが雲仙市役所を訪問され、今後の交流
の方向性などについて協議を行いました。
　意見交換会には、金澤市長は勿論のこと、
市議会からも5名の議員が出席しました。

2月5日（木）
第9回雲仙市美術展覧会オープニング行事

　2月5日から8日まで国見町文化会館で
開催された第9回雲仙市美術展覧会のオー
プニングイベントに大久保議長が出席し、
テープカットを行いました。
　多くの市民の方々が、美術への関心を
高めるよい機会になったものと思います。

3月28日（土）
雲仙市立木場保育所閉所式

　千々石町にある雲仙市立木場保育所の
閉所式が木場保育所で開催され、市議会
から町田副議長をはじめ5名の議員が出席
しました。
　先生方や保護者の皆様、地域住民の方々
のご支援、ご協力に感謝申し上げます。

18雲仙市議会だより●第42号（平成27年5月)



問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

　雲仙市議会では、市民の皆様から広
くご意見を伺うため、議会だよりに返
信用ハガキを掲載しています。
　議会だよりを読まれての感想や議会
に対するご意見等をご記入の上、ご送
付ください。（お手数ですが、52円切
手をお貼りください）
　いただいたご意見等は、議会だより
に掲載する場合がありますので、ご了
承ください。

議会へのご意見・ご感想を
お寄せください！

　2月3日～ 4日、南九州市（鹿児島県）と上
天草市（熊本県）で議会広報についての視察
研修を行いました。
●南九州市　写真が多くて見やすい紙面です
が、文字が小さい点が気になりました。市民
の声という企画には2人の市民が登場し、議会
や行政に対しての提言をしています。
●上天草市　表紙はフルカラーで本文は2色刷
りです。（本市は全頁フルカラー）レイアウト
は文字量も少なく、読みやすいものです。議
案質疑の様子が詳しく紹介してある点は、本
市でも検討の余地がありそうです。

広報委員会視察研修

○一般質問での「道の駅」を地方創生にと言っ
ておられるのを見て、雲仙市にも1箇所つくっ
てもらいたいと思います。先日、雲仙市商業
部会で福岡地区でいちばんの道の駅『むなか
た』を視察してきました。農産部、水産部、
加工部、地元産が90％以上と説明があり感動
しました。行政と組んでやらないとできない
と思いました。
� （瑞穂町　清水　利昭さん）

市 民 の
声
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号42
議会を傍聴してみませんか？

　市制10周年目を迎えた雲仙市は、
深刻な人口減少対策が大きな行政課
題となっています。国の政策として
取り組まれる地方創生と連携し、雲
仙市の人口ビジョン及び総合戦略の
策定が急務でありますが、議会とし
ても執行部と一体となって具体的な
人口減少対策に取り組んでいきたい。
� （浦川　康二）

議会広報編集特別委員会
委 員 長　浦川康二
副委員長　佐藤義隆
委　　員　上田　篤、林田哲幸
　　　　　中村好治、渡辺勝美

平成27年第2回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は
6月3日（水）～ 6月26日（金）です

■一般質問　　　6月  8日（月）～ 11日（木）
■議案質疑　　　6月15日（月）
■委 員 会
　　文教厚生常任委員会　　6月16日（火）17日（水）
　　産業建設常任委員会　　6月18日（木）19日（金）
　　総務常任委員会　　　　6月22日（月）23日（火）

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。
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